
 

日本臨床一般検査学会 

第 17 回 学術集会 第 23 回 スキルアップ講習会 

一般検査の未来予想図 
-臨床検査の新時代を切り開く、その可能性を探る- 

会 期：2026年 8 月 8 日(土) ～ 9 日(日) 

会 場：鈴鹿医療科学大学 千代崎キャンパス（510-0293 三重県鈴鹿市岸岡町1001番地

1） 

主 催：一般社団法人 日本臨床一般検査学会 

後 援：三重県、鈴鹿市、（公社）三重県医師会、（一社）鈴鹿市医師会 
(一社)三重県臨床検査技師会、(公社)愛知県臨床検査技師会、(一社)岐阜県臨床検査技師会、 
(一社)石川県臨床衛生検査技師会、(一社)富山県臨床検査技師会、(一社)静岡県臨床衛生検査技師会 

予定 

 第 17 回日本臨床一般検査学会  
 

演題募集：一般検査分野（過去に発表した内容も可） 

資 格：当会会員に限る（会員登録方法は学会 HP を参照ください）

発表時間：発表 7 分、質疑 2 分 

抄録提出：演題登録および抄録の提出は、学会 HP の「学会演題募集」タブよりお進みください。 

演題・抄録締切：2026 年 6月 21日（日）厳守 

＊優秀発表演題には学会長賞が授与されます。 

 第 23 回スキルアップ講習会  
*認定一般検査技師認定更新指定研修会（承認番号：26-003）  ２日間参加者のみ 

 

学 会 長 : 堀 田  真 希 （西日本旅客鉄道株式会社 大阪鉄道病院） 

実行委員長 : 蜂須賀  大輔 （鈴鹿医療科学大学） 

副実行委員長 : 長 岡  史 晃 （愛知医科大学） 

同 : 林  晃 司 （社会医療法人 杏嶺会 一宮西病院） 

同 : 森  合 美 （さがみ林間病院） 

事 務 局 長 : 伊 藤  彰 洋 （JA 愛知厚生連 豊田厚生病院） 
    

参加案内 
定員・参加費（テキスト代込み） 

2 日間参加（120 名） 14,000 円 

1 日目のみ参加（100 名） 8,000 円 

学会のみ参加（20 名） 2,000 円 

参加申込：学会 HP または QR コードからお申込み下さい。 
HP：http://ippankensagakkai.kenkyuukai.jp/ 

＊申し込みより 2 週間以内に参加費振込がない場合は、キャンセルとさせていただきます。 

＊申し込み後にキャンセルする場合は、必ず事務局までメールにてご連絡ください。 

＊スキルアップ講習会や学会等の当会主催の事業・企画に参加する場合は、会員登録が必要です。 

会員登録は当会 HP から手続きできます。入会金は 1,000 円です。 

申込期限：2026 年 5 月 1 日（金） ～ 2026 年 7 月 10 日（金） 

参加申し込み 

QR コード 

http://ippankensagakkai.kenkyuukai.jp/


1 日目 2026 年 8 月 8 日（土） 

第 17 回日本臨床一般検査学会の部 

１ 
9:00-9:05 

（5 分） 

開会の辞 

日本臨床一般検査学会 副会長 修文大学 医療科学部 岩崎 卓識 

第17回日本臨床一般検査学会 大会長 西日本旅客鉄道株式会社 大阪鉄道病院 堀田 真希 

２ 
9:10-10:30 

（80 分） 

学会発表（発表 7 分、質疑 2 分） 

第 1 会場  7 題 
第 2 会場  7 題 

3 
10:40-11:30 

（50 分） 

学会長講演：臨床検査の新時代を切り開くための一般検査に必要なこととは 

司  会 鈴鹿医療科学大学 保健衛生学部 臨床検査学科 蜂須賀 大輔 
講  師 西日本旅客鉄道株式会社 大阪鉄道病院 堀田 真希 

4 
11:40-12:00 

（20 分） 

ランチョンセミナー1 提供：アミカス・セラピューティクス株式会社 
司会 未定 

「」 

講師 未定 

5 
12:00-12:20 

（20 分） 

ランチョンセミナー2 提供：栄研化学株式会社 
司会 未定 

「」 

講師 未定 

6 
12:30-13:30 

（60 分） 

シンポジウム：一般検査の基盤を築く標準化戦略 

司  会 未定 

    未定 

尿沈渣検査法における異型細胞検出・報告の標準ガイド-検査室の判断が診療を変える- 

講師 新潟医療福祉大学 医療技術学部 横山 貴 

穿刺液検査の標準化：診断に直結する穿刺液ガイドラインの作成を目指して 

講師 元諏訪中央病院 保科 ひづる 

寄生虫検査標準化への第一歩：ガイドライン策定の進捗と今後の展開 

講師 藤田医科大学 医療科学部 仲本 賢太郎 

7 
13:40-14:30 

（50 分） 

特別講演：（仮）ガイドラインに基づく臨床検査診断 

司 会  

講 師 国際医療福祉大学 医学部 下澤 達雄 

第 23 回スキルアップ講習会の部 

8 
14:40-15:05 

（25 分） 

開講式 

 

一般社団法人 日本臨床一般検査学会 代表理事会長 

藤田医科大学 医療科学部 病態システム解析医学分野 

藤田医科大学病院 臨床検査部 

星 雅人 
 

授賞式 学会長賞  西日本旅客鉄道株式会社 大阪鉄道病院 
伊藤機一賞 伊藤機一賞記念会 会長 

堀田 真希 
稲垣 勇夫 

9 
15:10-16:00 

（50 分） 

尿検査講座：即使える“6分レクチャー”認定尿沈渣検査技師の一言が診療を動かした瞬間 

司 会 新潟医療福祉大学 医療技術学部 横山 貴 

講 師 堀田 真希、宿谷 賢一、田中 佳、長嶌 和子、山下 美香、中島 和希、前田 佳成、森 合美 

10 
16:00-16:20 

（20 分） 
コーヒーブレイク 

11 
16:20-17:05 

（45 分） 

穿刺液検査講座：穿刺液細胞の見方、考え方の基礎知識 

司 会 獨協医科大学病院 臨床検査センター 鈴木 清江 

講 師 社会医療法人財団 白十字会 白十字病院 森谷 康弘 

13 
17:15-18:00 

（45 分） 

寄生虫検査講座：保健所行政の視点からの寄生虫症 

司 会 愛知医科大学 医学部 感染・免疫学講座 長岡 史晃 

講 師 岡崎市保健所 佐藤 千歳 

情報交換会 

8 日（土）18時30分開始予定 



2 日目 2025 年 8 月 9 日（日） 

14 
9:00-9:10 

（10 分） 

説明、諸連絡 

15 
9:10-10:30 

（80 分） 

穿刺液実習（グループ A） 

中級者グループ：細胞同定中心でテスト形式（顕微鏡の横に回答用意） 

初級者グループ：中皮細胞などの基本となる細胞を視野固定して鏡検 

 

寄生虫実習（グループ B） 

基本的な蠕虫卵、原虫およびオーシストの観察 

 

16 
10:40-12:00 

（80 分） 

寄生虫実習（グループ A） 

前半の寄生虫実習と同様の内容です 

 

穿刺液実習（グループ B） 

前半の穿刺液実習と同様の内容です 

 

17 
12:10-12:30 

（20 分） 

ランチョンセミナー3 提供：アークレイマーケティング株式会社 

司会 未定 

「」 

講師 未定 

18 
12:30-12:50 

（20 分） 

ランチョンセミナー4 提供：サノフィ株式会社 
司会 未定 

「」 

講師 未定 

19 
13:00-14:00 

（60 分） 

尿沈渣実習（グループ A） 

基礎：基本的な成分を鏡検し、 再現できる観察力の習得。 

 

尿沈渣実習（グループ B） 

応用：臨床判断と報告力の強化。 

 

20 
14:10-15:10 

（60 分） 

尿沈渣実習（グループ A） 

前半の応用編と同様の内容です 

 

尿沈渣実習（グループ B） 

前半の基礎編と同様の内容です 

 

21 
15:20-15:30 

（10 分） 

閉講式 

日本臨床一般検査学会 代表理事会長 

 

星 雅人 

 

【当日の注意事項】 

２日目は対面での実習となります。 

検体を取り扱うため、白衣を必ず持参してください（手袋は会場で準備します）。 

発熱や咳などの症状を認めた場合は当日の参加はご遠慮ください。 

 


